
Ｒ3年度 地域医療構想の推進に関する意向調査

○ 平成28年度以降の病床機能報告の内容
○ 2025年の病床機能の予定
○ 「病床機能の転換」「病床の廃止」の予定・検討の状況
○ 過剰な病床機能への転換予定の状況（転換の内容、理由）
○ 非稼働病床の状況（非稼働の理由、今後の運用見通し）

１．病床機能報告の状況

○ 2025年を見据え、自らの医療機関が当該構想区域で担うこととしている役割について、他の
医療機関との役割分担・連携を考慮しつつ、以下の選択肢から主たる役割に最も近い記述を選
択するとともに、具体的な内容について記述
①救急患者の受入れや手術など、高度・専門医療を中心とした急性期医療を担う
②近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が軽い患者に対す
る入院医療等の急性期医療を担う

③近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、急性期経過後のリハビリテーションを担う
④⾧期にわたり療養が必要な患者に対する入院医療を担う
⑤かかりつけ医としての役割や在宅医療における中心的な役割を担う

○ 開設者の変更（個人間の継承を含む）を予定・検討している医療機関について、開設者の変
更後に当該構想区域で担う役割・機能

２．今後担うべき役割
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①病床種別から見た「許可病床数」

病院 診療所 一般 療養 精神 結核 感染 計

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 146 床 ー 48 床 ー 4 床 198 床

2 ○ 医療法人社団恵愛会佐々木病院 江差町 ー 60 床 ー ー ー 60 床

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 45 床 24 床 ー ー ー 69 床

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 58 床 4 床 ー ー ー 62 床

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 24 床 30 床 ー ー ー 54 床

6 ○
医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニック
江差町 4 床 ー ー ー ー 4 床

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 19 床 ー ー ー ー 19 床

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 19 床 ー ー ー ー 19 床

9 0 床

10 0 床

計 5 3 315 床 118 床 48 床 0 床 4 床 485 床

№
区   分

医療機関名
所 在

市町村

許可病床

（令和３年７月１日現在）
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②平成28年以降の病床機能の報告

病院 診療所
高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計
高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計
高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 0 床 108 床 0 床 0 床 0 床 38 床 146 床 0 床 92 床 16 床 0 床 0 床 38 床 146 床 0 床 70 床 16 床 0 床 22 床 38 床 146 床

2 ○
医療法人社団恵愛会

佐々木病院
江差町 0 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 60 床

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院厚沢部町 0 床 45 床 0 床 24 床 0 床 0 床 69 床 0 床 45 床 0 床 24 床 0 床 0 床 69 床 0 床 45 床 0 床 24 床 0 床 0 床 69 床

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 0 床 0 床 0 床 52 床 0 床 10 床 62 床 0 床 0 床 0 床 52 床 0 床 10 床 62 床 0 床 0 床 0 床 52 床 6 床 4 床 62 床

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 0 床 22 床 0 床 32 床 0 床 0 床 54 床 0 床 22 床 0 床 32 床 0 床 0 床 54 床 0 床 24 床 0 床 30 床 0 床 0 床 54 床

6 ○

医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニッ
ク

江差町 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 19 床 0 床 0 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

9 0 床 0 床 0床

10 0 床 0 床 0床

計 0 床 175 床 0 床 187 床 0 床 71 床 433 床 0 床 159 床 16 床 168 床 0 床 90 床 433 床 0 床 139床 16床 166床 28 床 84床 433床

令和３年７月1日時点（予定 令和３年度病床機能報告）

（令和３年７月１日現在）

№

区   分

医療機関名
所 在
市町村

許可病床ベース

平成２８年７月1日時点（平成２８年度病床機能報告） 令和２年７月1日時点（令和２年度病床機能報告）
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③令和3年度 「許可病床」「稼働病床」「非稼働病床」

病院 診療所
高 度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計
高 度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計
高 度
急性期

急性期 回復期 慢性期 休棟等
（コロナ）

休棟等
（コロナ

以外）

計

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 0 床 70 床 16 床 0 床 22 床 38 床 146 床 0 床 46 床 16 床 0 床 62 床 0 床 24 床 0 床 0 床 22 床 38 床 84 床

2 ○
医療法人社団

恵愛会佐々木病院
江差町 0 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 60 床 0 床 0 床 0 床 60 床 60 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 0 床 45 床 0 床 24 床 0 床 0 床 69 床 0 床 28 床 0 床 0 床 28 床 0 床 17 床 0 床 24 床 0 床 0 床 41 床

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 0 床 0 床 0 床 52 床 6 床 4 床 62 床 0 床 0 床 0 床 30 床 30 床 0 床 0 床 0 床 22 床 6 床 4 床 32 床

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 0 床 24 床 0 床 30 床 0 床 0 床 54 床 0 床 21 床 0 床 16 床 37 床 0 床 3 床 0 床 14 床 0 床 0 床 17 床

6 ○
医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニック
江差町 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

9 0 床

10 0 床

計 0 床 139床 16床 166床 28 床 84床 433床 0 床 95床 16床 106床 − − 217床 0 床 44床 0床 60床 28 床 84床 216床

令和３年７月1日時点（予定 令和３年度病床機能報告）

（令和３年７月１日現在）

№

区   分

医療機関名
所 在

市町村

許可病床（Ａ） 稼働病床数（Ｂ） 非稼働病床数（Ａ−Ｂ）
令和３年７月1日時点（予定 令和３年度病床機能報告） 令和３年７月1日時点（予定 令和３年度病床機能報告）
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④2025年の病床機能予定

病院 診療所
高 度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟等 計

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 0 床 92 床 16 床 0 床 38 床 146 床

2 ○ 医療法人社団恵愛会佐々木病院 江差町 0 床 0 床 0 床 60 床 0 床 60 床

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 0 床 45 床 0 床 0 床 0 床 45 床

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 0 床 0 床 0 床 40 床 0 床 40 床

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 0 床 17 床 0 床 23 床 0 床 40 床

6 ○
医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニック
江差町 0 床 0 床 0 床 0 床 4 床 4 床

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 0 床 0 床 0 床 0 床 19 床 19 床

9

10

計 0 床 154床 16床 123床 80 床 373床

0 床 56床 119床 70床 0 床 245床

0 床 -98 床 103 床 -53 床 -80 床 -128 床

２０２５年推計病床数 (Ａ)

地域医療構想の必要病床数  (Ｂ)

(2025（R7）年推計)

必要病床数(Ｂ)−２０２５年推計病床数(Ａ)

（令和３年７月１日現在）

№

区   分

医療機関名
所 在

市町村

2025病床機能予定
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⑤転換・廃止の予定及び検討

病院 診療所

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 ×

2 ○ 医療法人社団恵愛会佐々木病院 江差町 ×

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 ○

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 ×

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 ○

6 ○
医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニック
江差町 ×

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 ×

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 ×

9

10

№
区   分

医療機関名
所 在

市町村

「病床機能の転換」、「病床の廃止(削減）」又は「２以上の医療機関による再編・統合」を
予定・検討している医療機関は、その内容（「転換」・「削減」する場合は病床機能、病床

数、「再編」・「統合」の場合は、「再編」・「統合」前後の病床機能や病床数の変更等）に
ついて記載。

（令和３年７月１日現在）

基 金

希 望

「転換」・「廃止（削減）」・「再編」・「統合」の内容

なし

なし

療養病床（慢性期２４床）については、地域医療連携推進法人「南檜山メディカルネットワー
ク」における医療機能の分担・業務連携に係る協議の中で、転換や廃止を視野に入れて検討す

る。

慢性期１８床、療養(休床)４床の削減を検討している。

病床削減を検討 急性期２４床→１７床 慢性期３０床→２３床

なし

令和２年８月３１日までに入院患者を調整し、病床を休止した

なし



7

⑥過剰な病床機能に転換予定（理由）

予定なし

病院 診療所

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 予定なし

2 ○ 医療法人社団恵愛会佐々木病院 江差町 予定なし

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 予定なし

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 予定なし

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 予定なし

6 ○
医療法人雄心会

江差脳神経外科クリニック
江差町 予定なし

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 予定なし

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 予定なし

9

10

№

区   分

医療機関名
所 在

市町村
転換の内容 理   由

（令和３年７月１日現在）
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⑦「非稼働病床」を有する医療機関（「その理由」と「今後の運用見通し」）

病院 診療所

1 ○ 北海道立江差病院 江差町 60 床 84 床

2 ○ 医療法人社団恵愛会佐々木病院 江差町 0 床 0 床

3 ○ 厚沢部町国民健康保険病院 厚沢部町 0 床 41 床

4 ○ 乙部町国民健康保険病院 乙部町 10 床 32 床

5 ○ 奥尻町国民健康保険病院 奥尻町 0 床 17 床

6 ○
医療法人雄心会
江差脳神経外科クリニック

江差町 4 床 4 床

7 ○ 町立上ノ国診療所 上ノ国町 19 床 19 床

8 ○ 上ノ国町立石崎診療所 上ノ国町 19 床 19 床

№

区   分

医療機関名
所 在

市町村

令和３年

休棟数
（病床機能報告より）

令和３年

非稼働病床数
（病床機能報告より）

非稼働の理由 今後の運用見通し

地域医療連携推進法人において、役割等を検討し活用方
法について勘案していく。

なし

現在は慢性期病床の対象

となる患者様がおらず非
稼働状況となっている

今後においても再稼働の見通しが少ないことから、療養

病床（慢性期２４床）は転換や廃止を視野に入れて検討
する

医療従事者の確保が困難 見通しが立っていません。

医療従事者の確保が困難 見通しが立っていません。

人口減少及び専門科受診

による患者の減少
病床削減の検討

急激な人口減少と町外専

門医療機関での受診増で
⾧期空床が発生。

病院建て替えに合わせて病床転換、一部削減を行う予定

であったが、建設が先送りになったことから、現状の稼
働状況を踏まえ、急性期ベッド数及び慢性期ベッド数を

削減する。
救急告示医療機関の必須
要件を満たすため

運用の見通しはありません

医療職員の不足



病院 診療所

1 ○ 北海道立江差病院 江差町

2 ○
医療法人社団

恵愛会佐々木病院
江差町

3 ○
厚沢部町

国民健康保険病院
厚沢部町

4 ○
乙部町

国民健康保険病院
乙部町

5 ○
奥尻町

国民健康保険病院
奥尻町

6 ○

医療法人雄心会

江差脳神経外科
クリニック

江差町

7 ○
町立
上ノ国診療所

上ノ国町

8 ○
上ノ国町立

石崎診療所
上ノ国町

№
区   分

医療機関名
所 在

市町村
今後担うべき役割（選択） 今後担うべき役割（自由記載）

（令和３年７月１日現在）

・南檜山二次医療圏域における中核病院として、専門医療を必要とする患者及び救急患者の受入や手術等を中心とした急性期医

療を担う。

・圏域の自治体及び医療機関と連携し診療支援を強化。

・南渡島二次医療圏域との連携を前提とした上で、圏域内で維持すべき機能を明確化。

④：⾧期にわたり療養が必要な患者に対する入院

医療を担う
慢性期の病床として、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科で入院医療を担っていく

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と

連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が

軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う

地域医療連携推進法人での連携推進により基幹病院の道立江差病院や参加病院との連携を強化し、当院の施設特性を生かした急

性期患者の受入れを行う役割を担っていくべきである。具体的には、道立江差病院で定期的診療を受けている患者様にあっても

レスパイト入院など専門性を必要としない場合、また、道立江差病院や函館市内の病院で急性期治療を終えたが継続した入院治

療が必要な患者様、在院日数のため道立江差病院を退院となるが在宅でみることが困難な患者様の受入れは当院が担うなど、当

圏域が策定した医療を確保するための行動方針の趣旨にある「南檜山の患者は、できるだけ南檜山で診る」ことを実現するた

め、圏域内での受入れ先に困ってしまう状況（医療難民）を生み出さないよう協力していくことが当院の重要な役割となる。

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と

連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が

軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う

⑤：かかりつけ医としての役割や在宅医療におけ

る中心的な役割を担う
北海道立江差病院と連携を図りながら、一次医療、かかりつけ医機能を継続的に確保する。

⑤：かかりつけ医としての役割や在宅医療におけ

る中心的な役割を担う
北海道立江差病院と連携を図りながら、一次医療、かかりつけ医機能を継続的に確保する。

⑤：かかりつけ医としての役割や在宅医療におけ

る中心的な役割を担う

今後は、他の医療機関との役割分担の明確化や医療連携を強化した中で、町内の唯一の医療機関としての役割を明確化し、現在

行っている訪問診療や訪問看護事業を継続した中で、入院・外来機能の見直しを検討する。

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と

連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が

軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う

本来であれば病床再編したいところだが、スタッフの確保、経営面のことを考慮すると困難な状況である。町内の介護保険施設

も30人定員の小規模特養のみであり、定員以上の待機者を抱え、今後も高齢化の進行で当院の果たす役割は大きくなっていくも

のと考えられます。二次救急告示病院として急性期を中心に、慢性期、リハビリを加えて離島医療の充実を図ってまいります。

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と

連携しつつ、救急患者の初期対応や比較的症状が

軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う
脳神経外科領域の救急患者を含めた初期診療と急性期及び回復期、慢性期後の患者のフォロー
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⑧今後の担うべき役割


